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 文部科学省では平成 24 年度から，この学校ゼロエネルギー化に向けた取り組みを推進す
るため，既存校舎のゼロエネルギー化を目指す基本計画，基本・実施設計，改修工事まで
の支援を行う「スーパーエコスクール実証事業」を実施し，その成果を全国へ向けて発信・
































   （対象学校が所在する地域の風況，日射量等 立地条件を把握） 
  ②学校施設の温熱環境等調査 
   （学校施設の温度・湿度・照度等について，長期間に渡る測定データを収集し，日常におけ
る温熱環境等を調査） 








































12月の平均ベース電力量 ＝ 36.9kw × 24h ＝ 885.6kwh 


















































































































   １）の②における提案による。 
 ②ベース電力の削減 
   １）の③における提案による。 
 ③照明エネルギーの削減 
   ライトシェルフ等の昼光利用，高効率機器の採用。屋内運動場におけるトップライ
トの採用。 
④夏期の暑さ対策 
   風圧により自動開閉を行う風圧ダンパー及びナイトパージによる自然換気の実施。 
 ⑤運用を考慮した計画 




   学校の電力使用量を管理し，最大電力増加を抑制。 
 ⑦井水の利用 
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・延床面積 10,356 ｍ2 
・校舎 第一校舎 2,814m2，第二校舎 2,142m2，第三校舎 2,655m2 
第一体育館 780m2，第二体育館 1,472m2（取壊し中），その他 493m2 
・階数 第一～三校舎とも，地上 3階，地下 0階 
・しゅん功年月 1972 年 3 月 ＜しゅん功後 41年経過＞ 
・改修年月 1987  年 3 月 大規模改造工事（主に建築） 
・改修年月 1996 年 10 月 大規模改造工事（主に機械，電気） 
 
(2) 人数，学級数 































図 1-1に対象校である雫石中学校の配置図を，表 1-1に写真で概要を示す。 
 



























































表 1-2 調査スケジュール 


































図 2-1 クリモグラフの比較 
2.2 風況 
 雫石中学校では，連続的な風況観測は行われていないために，中学校から南西に 575m離れた場
所に位置する雫石役場（アメダス観測地点）を利用する。平成 25 年の季節別の風況を図 2-2 に，
風向別風速階級別頻度分布を図 2-3 に，風速階級風速のヒストグラムを図 2-4 に示す。雫石中学
校と雫石役場の間に風の流れを阻害するような大きな建造物はない。 
 年間を通して，W～WSEが卓越風向であることが分かる。特に冬期（1～3月）は W方向が卓越す
る。春期（4～6 月）と夏期（7～9 月）は，WSE 方向の卓越風向に加え，SSE からの風が顕著にな















































































































図 2-3 雫石役場における風向別風速階級別頻度分布図（平成 25 年アメダス） 
 
 














































黒板灯 FL40W×2本，天井灯 Hf32W×18本若しくは 24本 
 
普通教室の電化製品 なし 




職員室 ・サーバ，パソコン，複合機などの OA機器 
・コーヒーメーカー，冷蔵庫，電子レンジなどの什器 
コンピュータ室 夏期のみ 24 時間 EHP空調を稼働 
保健室 ガスコンロ，ガス瞬間湯沸器 
揚水ポンプ 自給式タービンポンプ 3.7kW 









































・8月 20 日（2学期開始）から 9月上旬まで，体育でのプール授業がある。（水泳部は町営の
温水プールを使用。） 
・管理室にサーバ 1台，クライアント 35台。 
・パソコン室のサーバ 2台が常時稼働。 
・保健室に LPG湯沸器とガスレンジ設置。 
































































図 3-1 運用状況 
 
登校時刻 8:00 (何時までに登校することとしているか)
完全下校時刻 夏季(　 4 月～ 10 月) 18 時 冬季(　 11 月～ 3 月) 17 時
朝 夏季： 7:30 時～ 8 時 冬季： 7:30 時～ 8 時























夏休み 7 月 27 日 ～ 8 月 20 日
冬休み 12 月 26 日 ～ 1 月 14 日





6 時間/週 　有　・　無 デスクトップ 42 台サーバーの有無（２台）  
授業・朝礼等 5 時間/日 (6時限制） 照明の点灯のルール 不要な照明は消す
平日のクラブ・部活動 2 時間/日 照明の点灯のルール 不要な照明は消す
休日のクラブ・部活動 土曜日： 3 時間/日 日曜日： 3 時間/日 照明の点灯のルール 不要な照明は消す
長期休みのクラブ・部活動 6 時間/日 を 5 回/週 照明の点灯のルール 不要な照明は消す
平日の一般開放 2 時間/日 を 5 回/週 照明の点灯のルール 不要な照明は消す
休日の一般開放 土曜日： 0 時間/日 日曜日： 0 時間/日 照明の点灯のルール 不要な照明は消す





利用時間(クラブ・部活等) 2 時間/日 (グランド照明がある場合のみお答えください)
利用時間(一般開放) 0 時間/週 (グランド照明がある場合のみお答えください)
コイン制度の有無 　有　・　無
給食室の室使用時間 調理： 7 時～ 12 時 洗浄： 13 時～ 16 時







管理諸室の 校長室 8 時～ 17 時 時～ 時 日/月 時～ 時 日/月 8 時～ 17 時 5 日/月 不要な照明は消す
運用状況 職員室 7 時～ 20 時 9 時～ 12 時 4 日/月 9 時～ 12 時 4 日/月 8 時～ 17 時 5 日/月 〃
保健室 8 時～ 17 時 時～ 時 日/月 時～ 時 日/月 8 時～ 17 時 5 日/月 〃















体育館 使用時に点灯 すべて点灯  















測定に使用した機器を表 5-1 に示す。測定インターバルは 1 分とした。データの保存は，電力
は SDカードとし，2箇月に 1回程度現地にてデータを回収する。 
表 5-1 電力測定機器の概要 



















































備 考 ﾌﾞﾚｰｶ 
(A) 
用途 計測点 
① 電灯１ LA-1 225 第一校舎 ○ 普通教室中心 
②  LB-1 200 第二校舎 ○ 職員室と普通教室中心 
③   200 第二体育館 不使用 取壊し中 
④   200 第一体育館 ○  
⑤   225 ｾﾐﾅｰﾊｳｽ電灯  稼働小 
⑥ 電灯２ LC-1 300 第三校舎 ○ 特別教室中心 
⑦  LD 100 技術教室棟 － 稼働小 




⑨   100 PE・ﾎﾟﾝﾌﾟ室 ○ 上水以外のポンプ 
⑩   15 GD・Ry電源 不使用  
⑪   15 LD 電源 不使用  
⑫ 動力 PA 100 消火ﾎﾟﾝﾌﾟ ○ 上水ポンプ 
⑬  PA-1 200 一般(動力) ○  
⑭  PB-1･2 225 第二校舎 ○  
⑮  PC-1･2 100 第三校舎 ○  
⑯  PD-1･2 225 技術教室棟 － 稼働小 
⑰  PE 225 水道ﾎﾟﾝﾌﾟ室 ○ 高置受水槽 
⑱   40 旧ﾎﾞｲﾗｰ室 ○  




⑳   50 ｾﾐﾅｰﾊｳｽ動力 － 稼働小 





















f    少人数教室 － 稼働小 


















































                               
測定対象：  
   
パルス計測の様子        配電盤内の電圧・電流計測の様子 キュービクル内の電圧・電流計測の様子 
















図 5-4 に月平均外気温と施設床面積当たりの月積算換算一次エネルギー消費量の関係を示す。 
 




























図 5-8 月平均外気温と生徒一人当たり暖房用換算一次エネルギー消費量の関係 
 
      
図 5-9 内外温度差と施設床面積当たり暖房用換算一次エネルギー消費量の関係 
 
  










図 5-11 暖房期間の日平均外気温と日積算電力量の関係 



































































合計  204 kWh 
これは，図に示すボイラー室動力（赤線）における消費エネルギーの増分にほぼ等しい。休日




























(2) 暖房開始後の A 重油消費量の状況 







図 5-17 外気温，屋内外の平均気温の較差と真空式温水機の総運転時間の関係（日単位） 
28 
 






11月12日 火 1 6時45分 9時00分 135 128 0.2
11月13日 水 1 6時45分 9時30分 165 157 0.7
11月14日 木 1 6時45分 10時00分 195 185 1.1
6時45分 9時00分 135 128
12時20分 13時20分 60 57
11月18日 月 1 6時45分 9時00分 135 128 6.4
6時45分 8時00分 75 71
10時30分 11時30分 60 57
6時45分 9時00分 135 128
12時45分 13時45分 60 57
11月21日 木 1 6時45分 8時30分 105 100 4.0
6時45分 9時00分 135 128
11時30分 12時30分 60 57
6時45分 8時30分 105 100
10時25分 12時00分 95 90
6時45分 8時30分 105 100
10時45分 11時45分 60 57
15時10分 16時00分 50 48
6時40分 8時15分 95 90
10時15分 11時15分 60 57
13時00分 14時00分 60 57
6時40分 8時15分 95 90
9時15分 10時00分 45 43
14時00分 14時45分 45 43
6時45分 8時15分 90 86
11時30分 12時30分 60 57
14時00分 14時55分 55 52
6時45分 8時45分 120 114
10時00分 10時50分 50 48
14時00分 14時50分 50 48
6時40分 8時20分 100 95
13時00分 15時30分 150 143
6時45分 9時20分 155 147
15時00分 16時00分 60 57
6時40分 9時30分 170 162
11時00分 12時20分 80 76
6時40分 8時40分 120 114
10時50分 12時30分 100 95
6時30分 9時15分 165 157
12時20分 13時45分 85 81
14時00分 15時40分 100 95
6時40分 9時10分 150 143
10時30分 12時00分 90 86
13時20分 15時00分 100 95
6時30分 9時00分 150 143
10時30分 11時40分 70 67
12月12日 木 1 6時40分 13時40分 420 399 -0.5
12月13日 金 1 6時30分 14時40分 490 466 1.4
12月16日 月 1 6時40分 14時50分 490 466 1.3
6時40分 11時30分 290 276





































































 計測を行った全期間における消費電力の状況を，図 5-18 に全体の消費電力の内訳，図 5-19 に
全体の「動力」消費電力の内訳，図 5-20 に全体の「電灯」消費電力の内訳，図 5-21 に第二校舎












































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































った結果を示す。試算の過程の詳細は表 5-6 と表 5-7 に示す。運用のヒアリング結果から，平
日における照明点灯時間は，普通教室が 6時間／日，特別教室は 3時間／日，職員室は 10時間






















第一校舎 53.5 3.0 0.96
第二校舎 70.1 8.4 0.96
第三校舎 32.6 11.5 0.96
第一体育館 67.6 55.0 4.56








図 5-25 月別の平均ベース電力 
 













































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































図 5-26 月積算換算一次エネルギー消費量の内訳 














































































































































































































































図 5-31 ハイ・ロー・オフ動作による制御（3位置動作）の概念 
5.4.2 熱収支の算定 
雫石中学校の最大のエネルギー負荷である校舎暖房システムの熱収支調査を実施した（調査日

















    P1 ： NO.1温水ポンプ   2.2kW 400L/min 
    P2 ： NO.2温水ポンプ   2.2kW 400L/min 
P3 ： 第２校舎(普通教室棟)往ポンプ 0.75kW 250L/min 
P4 ： 第１校舎(管理・教育棟)往ポンプ 1.5kW 290L/min 
P5 ： 第３校舎(特別教室棟)往ポンプ 1.5kW 270L/min 



















  ・NO.2 真空式温水機が運転中で NO.1真空式温水機は停止中 
  ・ポンプは P1～5の全てが定格値（負荷率 100％）で運転中 
  ・温水温度 サプライヘッダー部 41～52℃   
レターンヘッダー部 31～42℃ 
  ・燃料（Ａ重油）消費量  11:14～14:14の間の平均で 206 L/h 
(3) エネルギー効率計算 
1) 入熱量計算 
Ａ重油使用量 ； 206 L/h---実測値 
〃  発熱量 ；  39.1 MJ/L 
入熱量 ＝ 206 L/h×39.1 MJ/L ＝ 8054.6 MJ/h 
 
2) 出熱量 
・温水送水量  P1 押入量 400L/min 
       P2 押入量 400L/min  
P3 吐出量 250L/min 
       P4 吐出量 290L/min  
 P5 吐出量 270L/min 
計 1,610L/min ⇒ 96,600L/h 
・往還温水の温度差 
















・循環水の比重  1.0kg/L 
・循環水の比熱  1.0 kCal/kg･deg 
・出熱量  ＝ 96,600 L/h×1.0kg/L ×1 kCal/kg･deg×10 deg 
＝ 966 千 kCal/h ⇒ ×4.2 MJ/千 kCal＝4,057.2 MJ/h 
 
測定時間 午前 10時頃 午後 2時頃 
往温水温度 52℃ 41℃ 
還温水温度 42℃ 31℃ 
温度差 10deg 10deg 




















































  温湿度，照度，放射温度 
 
6.2 使用した計測機器  
測定に使用した測定機器を表 6-1に示す。測定インターバルは 10分とした。データはロガーの
内部メモリに保存し，2箇月に 1回程度現地にてデータを収集した。 
表 6-1 温熱環境測定機器の概要 
測定機器 メーカー 型番 写真 
































①温熱環境調査は，図 6-1に示すように普通教室（1年 5組；第一校舎 3階），特別教室（第二
理科室；第三校舎 1 階），職員室（第一校舎と第二校舎間の 2 階），トイレ（第二校舎 1 階）
及び百葉箱の温湿度を測定した。 
②照度計測は，普通教室（3年 4組；第一校舎 2階）と少人数教室 2（第二校舎 3階）で，晴天
時，曇天（雪）の天候のとき，午前，正午付近，午後の時間帯に行った。 










































































































































































































図 6-2 普通教室（1 年 5 組；第一校舎３階）における温湿度の変動 
 







図 6-4 職員室（第一校舎と第二校舎の中間・２階）における温湿度の変動 
 
 







図 6-6 トイレ（第二校舎１階女子トイレ）における温湿度の変動 
 
 











図 6-8 教室・廊下・屋外の温度（12月） 
 
  








の日平均気温である。室内気温は 1年 5組の黒板脇の気温を用いた。 
 
図 6-10 外気温と内外温度差の関係 
 
6.4.2 暖房用真空式温水機の運転回数・時間と室温，外気温の関係 
 普通教室（1 年 5 組）を例にとり，真空式温水機運転回数，運転時間の違いによる室内温度変




















図 6-11 真空式温水機運転回数１回のときの室温の変動と外気温の関係（左図：11/21，右図：12/13） 
 
図 6-12 真空式温水機運転回数２回のときの室温の変動と外気温の関係（左図：12/4，右図：12/5） 
 







 時間帯と天候が異なる状況下の計測結果を図 6-14（教室平面）と図 6-15（黒板立面）に示す。
図 6-14 から，天候が曇り・雪で午前や 15 時以降は，照明を点灯してカーテンを開けても照度が








校舎北側 lx lx lx lx
校舎南側 lx lx lx lx
窓側 中央 廊下側 窓側 中央 廊下側 窓側 中央 廊下側 窓側 中央 廊下側
8,350 12,400 554 610 440 240 3,020 1,000 580 850 490 320
23,300 22,400 724 1,040 590 410 5,280 1,320 640 1,340 680 430
23,800 16,800 1,120 780 440 420 6,590 950 710 890 540 450
1,025 895 738 310 360 190 760 530 420 400 390 290
1,273 1,491 876 530 500 370 1,050 700 450 690 570 390
2,075 1,078 918 380 410 390 960 550 540 580 450 380
6,780 1,110 718 660 180 120 2,500 590 440 770 200 150
18,200 1,510 868 880 220 90 3,950 900 310 1,090 280 110
21,500 1,915 1,085 780 160 170 3,010 610 450 740 210 150
1,226 863 708 280 90 90 640 180 240 230 70 85
4,560 1,235 575 360 90 40 690 180 90 410 71 43























































校舎北側 lx lx lx lx
校舎南側 lx lx lx lx
窓側 中央 廊下側 窓側 中央 廊下側 窓側 中央 廊下側 窓側 中央 廊下側
1,363 1,345 546 360 400 260 950 980 700 430 440 280
1,109 1,170 557 370 390 280 1,180 970 780 440 410 290
1,120 700 585 300 370 290 880 1,070 830 340 420 330
1,140 1,258 998 260 320 200 580 490 340 310 350 230
1,035 1,018 1,041 260 290 210 550 490 350 300 320 240
965 1,205 771 220 270 220 430 440 370 260 290 240
1,495 1,235 475 240 190 130 800 540 380 430 240 160
1,332 1,180 545 260 200 150 830 620 460 400 260 180
1,128 830 510 170 220 180 500 640 530 240 290 200
1,282 1,242 904 180 140 90 470 300 210 180 110 80
1,158 1,163 918 190 130 90 450 300 220 180 100 80
986 1,122 950 140 120 110 320 270 240 130 100 90


























29,100 12,750 57,600 8,740
25,500 12,650 39,000 10,600
 
 


















3時間後，暖房稼働停止 1時間 30分後，暖房稼働停止 3時間後 
(2) 測定結果 
1) 教室 

































































暖房（真空式温水機）稼働開始 1時間 30分後 
暖房（真空式温水機）稼働開始 3時間後 
 

















































































暖房（真空式温水機）稼働開始 1時間 30分後 暖房（真空式温水機）稼働開始 3時間後 
 

























































表 6-2 校内のピンポイント温度測定結果 
校舎 第一校舎 第二校舎 第三校舎
ボイラー稼働状況 運転中 停止中 停止中 運転中 停止中 停止中 運転中 停止中 停止中
測定部位 測定場所 10時頃 15時頃 7時頃 測定場所 10時頃 15時頃 7時頃 測定場所 10時頃 15時頃 7時頃
１F パネルヒータ 上 事務室付近 50.3 19.1 7.9 作業室付近 43.9 12.5 3.4 第一理科室 46.7 11.4 3.3
側面 (8段) 51.1 16.6 7.9 (8段) 45.8 12.6 3.6 付近 48.3 11.9 3.9
51.7 16.4 7.9 46.8 12.8 3.6 (6段) 49.1 12 4.2
50.5 15.9 7.9 46.6 12.6 3.6 47.8 12.7 4
49.8 15.9 7.9 44.8 12.5 4 47.7 12.3 3.9
15.9 8.4 44.5 12.4 3.8 3.8
下 14.9 7.6 43.8
天井 11.4 13.3 6.6 15.7 6.9 1.9 16.3 7.6 2.2
床 9.9 11.5 6.4 6.8 5.8 1.8 7.2 6.6 2.2
壁(屋外側) 11.6 12.5 3.9 11 6.4 0.1 12.4 6.1 0.3
壁(屋内側) 16.2 13.1 5.6 8.6 7 1.6 13.4 7.4 1.8
ヒータ上 トイレ 18.6 20.6 18.3 トイレ 20.6 21.5 20.3 トイレ 8.6 7.3 2.2
天井 14.4 15.6 13.8 13.7 13.7 11.8 9.3 8.6 2.2
床 11.8 12.7 10.9 10.1 9.6 7.8 7.2 6.6 0.3
壁 13.8 14.9 12.8 11.9 12.2 10.4 8.1 8.4 1.8
温度設定 15 20 20 中間 中間 中間 故障 故障 故障
２F パネルヒータ 上 普通教室 51.6 15.6 5.2 教材室付近 48.4 13.4 4.5 CPU室付近 44.4 13.3 5.6
側面 ３－４付近 52.4 15.1 5.2 (8段) 49.4 13.3 4.5 (6段) 48.6 13.4 5.6
(8段) 52.4 15.6 5.2 49.4 13.3 4.5 48.8 13.4 5.3
52.2 15.3 5.2 49.2 13.7 4.7 47.7 13.3 5.3
51.1 15 5.2 48.3 13.4 4.7 47.2 5.2
51.3 14.8 5.2 47.9
下 14.7 5.3 47.6
天井 17 10.2 4.1 15.1 9.5 4.6 13.6 9.2 4.4
床 11.8 9.3 4.3 10.3 9.1 4.6 9.3 9.2 4.6
壁(屋外側) 15.3 8.1 1.9 15 7.9 3.1 13.4 8.6 2.3
壁(屋内側) 18.1 10.4 4.4 12.9 10.7 4.6 14.9 9.7 4.4
ヒータ上 トイレ 23.3 23.7 21.3 トイレ 19.9 23.6 13 トイレ 16.8 18 15.6
天井 17.1 16.9 14.4 17.1 15.4 12.9 15.3 16.2 13.4
床 15.1 13.9 12.6 14.6 13.3 10.4 13.8 13.1 11.1
壁 16.6 16.4 14.4 15.3 13.9 11.1 15.3 15.8 13.4
温度設定 30 30 30 ? 最大 最大 カバー カバー カバー
３F パネルヒータ 上 普通教室 51.1 13.4 4.6 共同事務室 42.4 11.7 4.5 郷土資料室 46.4 12.7 5.2
側面 １－５付近 52.1 12.9 4.5 付近 44.7 12.3 4.4 付近 48.8 12.8 5.8
(8段) 52.3 13 4.4 (8段) 45.8 12.2 4.5 (6段) 49.4 12.8 5.2
51 12.9 5 50 12.3 4.6 47.6 13.5 5.1
49.6 12.9 4.4 50.4 12.6 4.8 46.9 12.9 5.1
下 48.9 12.7 4.1 50.1 12.8
天井 19.1 1.9 16.6 8 3.4 14.3 7.4 3
床 12 4.1 11 9.3 5.3 10.1 9.3 4.7
壁(屋外側) 15.3 3.6 11.4 8.4 3.5 13.4 7.2 1.8
壁(屋内側) 19.1 13.4 10.1 5.2 15.4 9.1 4
ヒータ上 トイレ 11.7 11.7 7.6 トイレ 26.6 25.5 20.4 トイレ 18.7 17.4 16.2
天井 10.6 9.9 6.6 19.6 15.1 13.4 16.6 14 13.3
床 12.2 11.6 8.6 20.1 16.8 14.7 14.5 13.4 12.2
壁 11.9 12.1 8.5 18.7 17 16.1 14.5 14.6 13.1
温度設定 OFF OFF OFF カバー 中間 中間 最小 最小 最小
１F パネルヒータ 第１・２間 48.3 第２・３間
















































































































電気 3.0% 2.4% 276 9,800 35.5
現状の天井ファンとの有効利用を図る。
⑧ 夏期の暑さ対策１：教室に天井ファ





















LED照明具を追加する。 電気 -0.9% -0.7% -81 2,400 －
若しくは廊下側の教室の壁をすりガラス化。
⑫ 従来形蛍光灯のLED化 電気 4.6% 3.7% 415 6,163 14.9
⑬ 従来形誘導灯のLED化 電気 0.4% 0.3% 35 538 15.4
⑭ 温水循環ポンプﾟのインバータ化
電気 0.8% 0.6% 68 408 6.0
現状，冬期は24時間稼働。
⑮ 温水配管の保温強化 A重油 0.1% 0.2% 16 351 22.6
⑯ 井水利用：トイレ中水の利用，夏期






－ 0.1% 154 0 －
⑱ デマンド監視装置の導入 電気 － － 323 300 0.9












は 24時間連続的に運転している。平成 26年 2月 6～7日の放射温度計による温度測定結果を表
7-2 に示す。この観測時に故障中や電源がオフのものがあった。 
表 7-2 温度測定結果 
 



























第一校舎 3 階 第三校舎１階 
2/6: 18 時頃 2/7: 7 時頃 2/6: 18 時頃 2/7: 7 時頃 
ヒータ天板 11.7℃ 7.6℃ 7.3℃ 3.9℃ 
トイレ床 11.6 8.6 6.6 3.9 
 〃 天井 9.9 6.6 8.6 5.3 
 〃 壁 12.1 8.5 8.4 5.1 








・トイレヒーター容量・台数   1.5kW/台，19 台（＝6 台/校舎×3 校舎＋第一体育館１台） 
・負荷率            平均 90％と仮定します 
・トイレヒーター年間運転時間  
現状  全トイレ    24h/日×136 日/年(冬季間；11/15～3/31)＝3,264h/年 
改善後 
  平日 第一校舎１階以外 9h/日（8～17 時）×78 日/年(11/15～3/31 の平日)＝702h/年 
  平日 第一校舎１階    14h/日（7～21 時）×78 日/年(11/15～3/31 の平日)＝1,092h/年 
     休日 全トイレ   9h/日（8～17 時）×58 日/年(11/15～3/31 の休日)＝522h/年 
・現状の消費電力量    1.5kW/台×0.9×19 台×3,264h/年＝83,722kWh/年 
・改善後の消費電力量   
平日  第一校舎１階以外 1.5kW/台×0.9×17 台×702h/年＝16,111kWh/年 
平日  第一校舎１階   1.5kW/台×0.9×2 台×1,092h/年＝2,948kWh/年 
休日  全トイレ      1.5kW/台×0.9×19 台×522h/年＝13,389kWh/年 





・削減額  ：51,274kW/年×20.4 円/kWh＝1,046 千円/年 
・投資金額  ：スケジュールタイマー設置工事  
 50 千円/階(2 箇所)×3 階校舎×3 校舎＝450 千円 
           高断熱化工事一式 
 750 千円 
        合計 450 千円＋750 千円＝1,200 千円 
・回収年数  ：1,200 千円÷1,046 千円/年＝1.1 年 
［補足説明］ 









ボイラー室内 NO.1～NO.5 循環（温水）ポンプは，冬季間中は凍結防止上 24 時間連続的に運




図 7-1 真空式温水機からの給水温水温度の推移 
    （注） ・7時から 14 時，18時，7時頃は１時間ごとの実測値で，その他は推測値であ
る。 
        ・温水（循環水）は不凍液でなく水道水である。 
        ・調査時の外気温度は 22時～6時は-4.6℃～-7.0℃であった。 




















・循環ポンプの容量：2.2kW×2 台＋1.5kW×2 台＋0.75kW×1 台＝8.15kW 
・負荷率         100％（実測値） 
・温水ポンプ年間運転時間  
現状    24h/日×136 日/年(冬季間；11/15～3/31)＝3,264h/年 
改善後  平日 9h/日（6:30～15:30）×78 日/年(11/15～3/31 の平日)＝702h/年 
・現状の消費電力量    8.15kW×3,264h/年＝26,602kWh/年 





・削減額  ：20,881kW/年×20.4 円/kWh＝426 千円/年 
・投資金額  ：循環水の漏水箇所を補修・保温工事一式 
  7,500 千円 
・回収年数  ：7,500 千円÷426 千円/年＝17.6 年 
［補足説明］ 








8.1 雫石中学校の現状施設（エコ改修前）の CO2排出量の検証 
FAST は，校舎をエコ改修した際の CO2 の削減量を試算するプログラムであり，ここでは，エ
コ改修前における FAST の予測精度を検証した結果を図 8-1 に示す。測定結果と検針票のデータ
から推定した CO2 排出量と FAST によるそれとの差異は約 8％で，試算のためのプログラムとし
て，十分な実用性があると判断できる。 
 
図 8-1 FAST による現状施設（エコ改修前）の CO2排出量の検証結果 
 









空調システムの検証を中心に行うために，改修案 A は冷房無しの EHP（高効率），改修案 B は




























































換算一次エネルギー使用量 省エネ量（26.6％） 創エネ量※ 数値目標 



































































































































































































































































































※ 略称 FAST：Facilities Simulation Tool (for ECO SCHOOL)）（Ver.2） 
80






















































































府中市立府中学園 撮影者：日暮写真事務所 日暮雄一 
 
府中市立府中学園 撮影者：日暮写真事務所 日暮雄一 
 
港区立港南小学校 撮影者：SS 東京 
 











環境省，(株)エコエナジーラボ：学校エコ改修と環境教育事業 モデル校における 3年間の取り組みのまとめ（平成 22年 3月） 
環境省，エコフローサポート本部：環境省・学校エコ改修と環境教育事業 
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①冬期トイレヒーターの運用 電気 51.30 12.90 11.5% 19.60 9.2% 1,046 1,200 1.1
②冬期パネルヒーターの運用 A重油 5.60 5.70 5.1% 15.20 7.2% 562 0 －
③二重サッシ窓の開閉の運用 A重油 － － － － － － － －
④暖房区画の設置 A重油 2.80 2.80 2.5% 7.59 3.6% 281 9,000 32.0
⑤校舎暖房用温水ボイラー配管
の補修と運用
電気 20.90 5.30 4.7% 8.00 3.8% 426 7,500 17.6
⑥体育館の冬期対策 灯油 0.40 0.38 0.3% 1.00 0.5% 40 3,500 87.5
⑦体育館の環境改善 電気 13.50 3.40 3.0% 5.16 2.4% 276 9,800 35.5
⑧夏期の暑さ対策１ 電気 -2.80 -0.71 -0.6% -1.07 -0.5% -57 3,240 －






－ － － － － － － 6,500 －
⑪教室の照度不足対策：廊下側
にLED照明具を追加する。
電気 -4.00 -1.01 -0.9% -1.53 -0.7% -81 2,400 －
⑫従来形蛍光灯のLED化 電気 20.30 5.10 4.6% 7.75 3.7% 415 6,163 14.9
⑬従来形誘導灯のLED化 電気 1.71 0.43 0.4% 0.65 0.3% 35 538 15.4
⑭温水循環ポンプﾟのインバータ化 電気 3.35 0.84 0.8% 1.28 0.6% 68 408 6.0
⑮温水配管の保温強化 A重油 0.16 0.16 0.1% 0.42 0.2% 16 351 22.6





0.20 － － 0.13 0.1% 154 0 －
⑱デマンド監視装置の導入 電気 － － － － － 323 300 0.9







（注）  ・投資金額は概算値です。 
        ・デマンド監視装置の導入による削減電力        20 kW 
        ・事業所使用エネルギーの原油換算量          A＝112 kL/年 
        ・事業所使用エネルギーの総 CO2 排出量        B＝212 t-CO2/年 








延床面積 10,356 ｍ2 
 第一校舎 2814m2，第二校舎 2142m2，第三校舎 2655m2 
第一体育館 780m2，第二体育館 1472m2，その他 493m2 
階数 第一～三校舎とも，地上 3 階，地下 0 階 
しゅん功年月  年  月 ＜しゅん功後  年経過＞ 
改修年月 1996 年 10 月 大規模改造工事（機械，電気） 




職員数 49 人（先生 32 人，その他 17 人） 
生徒数 460 人(1 年；147 人，2 年；167 人，3 年；146 人) 
 
（３）授業状況 
年間開校日数 245 日  (長期休み：春;21，夏;25，冬;20，日祝；54) 
勤務時間 職員 8：00～21：00 生徒 8：00～16：00 
































                        
                        
                        
                        
                        
                        
                        




総エネルギー使用量 4,343 GJ 
原油換算量 112 kL 
総 CO２排出量 212 t-CO2 





















    
最大電力 
購入電力
量     
kW kWh 
    
24 年 ４月 92 34,988  
    
  ５月 89 24,424  
    
  ６月 81 17,260  
    
  ７月 75 16,703  
    
  ８月 75 20,152  
    
  ９月 64 17,713  
    
  １０月 74 17,797  
    
  １１月 92 18,140  
  
  
  １２月 109 26,151  
    
25 年 １月 109 34,063  
    
  ２月 106 35,676  
    
  ３月 108 37,310  
    合計   300,377  
    ｴﾈﾙｷﾞｰ費   
6,116      千円/年   
    ｴﾈﾙｷﾞｰ単価   
20.4      円/kWh   






   
A 重油 灯油 LPG 
    
kL kL m3 
    
24 年 ４月 5.4 0.218  63.9  
    
  ５月   0.216  156.5  
    
  ６月     176.5  
    
  ７月     182.4  
    
  ８月     47.6  
 
   
  ９月     96.0  
    
  １０月     114.3  
    
  １１月 6.2 0.593  151.9  
    
  １２月 4.7 0.254  216.5  
    
25 年 １月 3.9 0.571  58.3  
    
  ２月 5.4 1.031  158.2  
 
   
  ３月 2.4 1.100  217.4  
    
合計 28 3.983  1639.5  
    
ｴﾈﾙｷﾞｰ費 
2808 394  932     
千円/年 
    
ｴﾈﾙｷﾞｰ単価 
100.3  98.9  568.5      
円/kWh 
    











    
上水 下水 
 
   
m3 m3 
    
24 年 １月 104 104  
    
  ２月 367 367  
    
  ３月 366 366  
    
  ４月 268 268  
    
  ５月 371 371  
    
  ６月 492 492  
    
  ７月 398 398  
    
  ８月 234 234  
 
   
  ９月 453 453  
    
  １０月 410 410  
    
  １１月 454 454  
    
  １２月 440 440  
    
合計 4,357  4,357  
    
ｴﾈﾙｷﾞｰ費 
2,034  1,410      
千円/年 
    
ｴﾈﾙｷﾞｰ単価 
466.8  323.6      
円/kWh 





    年間費用(千円） 
 
電力 
購入電力 6,116 6,116 
その他     
燃料 
A 重油 2,808 4,134 
灯油 394   
LPG 932   
その他     
水 
上水 2,034 3,444 
下水 1,410   
その他     











  電力量 燃料     水   合計 
  kWh/年 A 重油 kL 灯油 kL LPGm3 上水千 m3 下水千 m3   
年間消費量 300 28 4 1.6 4.357 4.357   
CO2 排出量 115 76 9.9 8.7 0.9 2 212 
t-CO2/年               
原油換算量 76 28.2 3.8 4.4     112 
kL/年               
総ｴﾈﾙｷﾞｰ使用
量 
2,931 1,095 146 171     4,343 
GJ/年               
































































































































              
 
［削減対策の概要］ 





・平日  第一校舎 1 階以外のトイレ ； 8 時～17 時とし，その他の時間はヒーターを停止します。 
第一校舎 1 階のトイレ(職員室関係) ； 7 時～21 時とし，その他はヒーターを停止します。 
・冬休み，春休み及びその他の土・日の休日 
全トイレ ； 8 時～17 時とし，その他の時間はヒーターを停止します。 
     （注）クラブ活動や地域開放室が明確の場合は，使用トイレの対象を限定することが可能です。 
   また，通常の設定温度を 15℃に下げます。 
［削減対策実施上の留意点］ 
  ・学校の行事等により，使用上の支障が生じないように，柔軟な運用が求められます。 
・上記改善で問題がない場合は，更に時間を短縮する検討が必要となります。 
測定箇所 第一校舎 3 階 第三校舎１階 
2/6 18 時頃 2/7 7 時頃 2/6 18 時頃 2/7 7 時頃 
ヒーター天板 11.7℃ 7.6℃ 7.3℃ 3.9℃ 
トイレ床 11.6 8.6 6.6 3.9 
 〃 天井 9.9 6.6 8.6 5.3 
 〃 壁 12.1 8.5 8.4 5.1 
外気温度 -4.3 -7 -4.3 -7 
121
 ［改善提案 No１の説明］ 
 
［試算条件］ 
・トイレヒーター容量・台数   1.5kW/台，19 台（＝6 台/校舎×3 校舎＋第一体育館１台） 
・負荷率            平均 90％と仮定します 
・トイレヒーター年間運転時間  
現状  全トイレ    24h/日×136 日/年(冬季間；11/15～3/31)＝3,264h/年 
改善後 
  平日 第一校舎１階以外 9h/日（8～17 時）×78 日/年(11/15～3/31 の平日)＝702h/年 
第一校舎１階    14h/日（7～21 時）×78 日/年(11/15～3/31 の平日)＝1,092h/年 
     休日 全トイレ   9h/日（8～17 時）×58 日/年(11/15～3/31 の休日)＝522h/年 
・現状の消費電力量    1.5kW/台×0.9×19 台×3,264h/年＝83,722kWh/年 
・改善後の消費電力量   
平日  第一校舎１階以外 1.5kW/台×0.9×17 台×702h/年＝16,111kWh/年 
平日  第一校舎１階   1.5kW/台×0.9×2 台×1,092h/年＝2,948kWh/年 
休日  全トイレ      1.5kW/台×0.9×19 台×522h/年＝13,389kWh/年 










・削減額  ：51,274kW/年×20.4 円/kWh＝1,046 千円/年 
 
・投資金額  ：スケジュールタイマー設置工事  
 50 千円/階(2 箇所)×3 階校舎×3 校舎＝450 千円 
           高断熱化工事一式 
 750 千円 
        
・回収年数  ：1,200 千円÷1,046 千円/年＝1.1 年 
 
［補足説明］ 





















・年間の A 重油消費量（現状）：28kL/年 
・20％の削減が見込めると仮定します。 
・改善後の重油消費量   
28 kL×0.8=22.4 kL/年 
［削減対策の効果］ 
 
・A 重油削減量 ：28 kL/年-22.4 kL/年＝5.6kL/年 
 
・原油換算量   ： 5.6kL/年×39.1GJ/kL×0.0258kL/GJ＝5.7kL/年 
 
・CO２削減量   ：5.6kL/年×39.1GJ/kL×0.0189t- C/GJ×44/12＝15.2t- CO2/年 
 
・削減額       ：5.6kL/年×100.3 円/ L＝562 千円/年 
 
・投資金額   ：0 千円 
 




































・年間の A 重油消費量（現状）：28kL/年 
・10％の削減が見込めると仮定します。 
・改善後の重油消費量   
28 kL×0.9=25.2 kL/年 
［削減対策の効果］ 
 
・A 重油削減量 ：28 kL/年-25.2 kL/年＝2.8kL/年 
 
・原油換算量   ：2.8kL/年×39.1GJ/kL×0.0258kL/GJ＝2.8kL/年 
 
・CO２削減量   ：2.8kL/年×39.1GJ/kL×0.0189t- C/GJ×44/12＝7.59t- CO2/年 
 






 ・回収年数  ：9,000 千円÷281 千円/年＝32.0 年 
 
［補足説明］ 
















           
      （注） ・7 時から 14 時，18 時，7 時頃は１時間ごとの実測値で，その他は推測値です。 
          ・温水は不凍液でなく水道水です。 
          ・調査時の外気温度は 22 時～6 時は-4.6℃～-7.0℃でした。 
          ・真空式温水機は 6 時 30 分頃運転し，15～16 時頃停止しています。 














 ［改善提案 No５の説明］ 
 
［試算条件］ 
・循環ポンプの容量：2.2kW×2 台＋1.5kW×2 台＋0.75kW×1 台＝8.15kW 
・負荷率         100％（実測値） 
・温水ポンプ年間運転時間  
現状    24h/日×136 日/年(冬季間；11/15～3/31)＝3,264h/年 
改善後  平日 9h/日（6:30～15:30）×78 日/年(11/15～3/31 の平日)＝702h/年 
・現状の消費電力量    8.15kW×3,264h/年＝26,602kWh/年 










・削減額  ：20,881kW/年×20.4 円/kWh＝426 千円/年 
 
・投資金額  ：循環水の漏水箇所を補修・保温工事一式 
  7,500 千円 
        
・回収年数  ：7,500 千円÷426 千円/年＝17.6 年 
 
［補足説明］ 





















・改善後の灯油消費量   
3.983 kL×0.9=3.585 kL/年 
［削減対策の効果］ 
 
・灯油削減量 ：3.983 kL/年-3.585 kL/年＝0.4 kL/年 
 
・原油換算量   ： 0.4 kL/年×36.7GJ/kL×0.0258kL/GJ＝0.38kL/年 
 
・CO２削減量   ：0.4 kL/年×36.7GJ/kL×0.0185t- C/GJ×44/12＝1.0t- CO2/年 
 





 ・回収年数  ：3,500 千円÷40 千円/年＝87.5 年 
 
［補足説明］ 































MF400W 28 30,500 0.415 73.5 9000 
耐震電球 500W 28 8,000 0.5 16 2000 
更新後 相当 LED 灯 28 21,600 0.202 107 40000 
























① ② ③ ①×②×③ 
合計容量 運転時間 負荷率 消費電力量 




0.415 28 11.6 798.5 85 7,873 
耐震電球 500W 0.5 28 14 798.5 85 9,502 






① ② ③ ①×②×③ 
合計容量 運転時間 負荷率 消費電力量 




0.202 28 5.66 798.5 85 3,842 
合計     28       3,842 
 
（注）年間運転時間  
・平日   2.5h/日×245 日/年＝612.5h/年 
   ・土   2h/日×(48 日/年)＝96h/年  
   ・長期休  2h/日×5 日/週×(3 月；3 週＋7 月；1 週＋8 月；3 週＋1 月；2 週＝9 週) 
          ＝90h/年 






・原油換算量  ：13.5MWh/年×9.76GJ/MWh×0.0258kL/GJ＝3.40ｋL/年 
・ＣＯ２削減量 ：13.5MWh/年×0.382 t-CO2/MWh＝5.16t-CO2/年 
・削減額   ：13,533kWh/年×20.4 円/kWh＝276 千円/年 
・投資金額  ：28 台×184 千円/台×0.8(値引き)×1.2(工事費)＝4,946 千円 
トップライトの採用とハイサイド部の電動開閉窓設置工事一式 
                    4,854 千円  

























・リバーシブル・シーリングファン：20W×3 台×2 列×27 教室×8h×120 日/年×0.9＝2,799kWh/年 
=2.8MWh/年 
・負荷率         90％（カタログ値） 










・削減額  ：-2,799kW/年×20.4 円/kWh＝-57 千円/年 
 
・投資金額  ：設置取付工事一式 
  3,240 千円 
        
・回収年数  ：-  
 
［補足説明］ 

































































・シーリングファン LED：43W×3 台×1 列×16 教室×8h×240 日/年＝3,963kWh/年 
=4.0MWh/年 
・両側に窓がある教室は除く 










・削減額  ：-3,963kW/年×20.4 円/kWh＝-81 千円/年 
 
・投資金額  ：設置取付工事一式 
  2,400 千円 
        
・回収年数  ：-  
 
［補足説明］ 

















従来形の FL40 形蛍光灯を，高効率のベースライト形 LED 灯に器具ごと更新し，消費電力の低減を

















FL40W×2 灯 201 6,200  85 73  
FL40W×1 灯 64 3,100  44 70  
更新後 
FL40W×2 相当 LED 灯 201 4,600 48 96 40,000 
FL40W×1 相当 LED 灯 64 2,300 24 96 40,000 
 
 更新対象は，比較的点灯時間が長いと考えられる下記室としました。 
 FL40W×2 灯  計 201 台 
：第一校舎 職員室，事務室，用務員室，保険室，職員玄関  34 台 
第二校舎 給食調理室，配膳室     12 台 
第三校舎 特別教室，図書室，司書室  155 台 
FL40W×1 灯  計 64 台 
：第一校舎 普通教室，少人数教室，特別支援学級，第１音楽室  24 台 
第二校舎 普通教室，少人数教室，視聴覚室，生徒会室，代議員室 
作業室，校具室   30 台 











  ・従来形の FL40 形蛍光灯安定器に PCB を含有する場合は，施設内に保管する必要があります。 








① ② ③ ①×②×③ 
合計容量 運転時間 負荷率 消費電力量 
kW   kW h/年 ％ kWh 
1F 職員室 FL40W×2 0.085 20 1.7 3,790 90 5,799 
その他の 40W
×1 
FL40W×2 0.085 181 15.385 2,205 90 30,532 
40W×1 関係 FL40W×1 0.044 64 2.816 2,205 90 5,588 
合計     265       41,919 
（注）・年間点灯時間 職員室；245 日/年×14h/日＋120 日/年×3h/日＝3,790h/年 
                 その他：245 日/年×9h/日＝2,205h/日 






① ② ③ 
①×②×
③ 
合計容量 運転時間 負荷率 
消費電力
量 













0.022 64 1.408 2,205 90 2,794 









・削減額  ：20,318kW/年×20.4 円/kWh＝414 千円/年 
 
・投資金額  ：5,136 千円×0.8(推定割引)×1.5(工事費)＝6,163 千円 
FL40W×2 相当 LED 灯 20.3 千円×201 台＝4,080 千円 
FL40W×1 相当 LED 灯 16.5 千円×64 台＝1,056 千円 
 





















 設置箇所 仕様 台数 [台] 容量[kW] 
現状（更新前） 
体育館 
BL 級 (FL20W×1) 5 0.022 
C 級 (FL10W×1) 9 0.013 
更新後 
体育館 
LED 誘導灯 BL 級 ５ 0.0027 





















① ② ③ ①×②×③ 
合計容量 運転時間 負荷率 消費電力量 




0.022 5 0.11 8,760 100 964 
C 級（FL10W×
1) 
0.013 9 0.117 8,760 100 1,025 






① ② ③ ①×②×③ 
合計容量 運転時間 負荷率 消費電力量 




0.0027 5 0.0135 8,760 100 118 
LED 誘導灯(C
級) 
0.002 9 0.018 8,760 100 158 











・削減額  ：1,713kW/年×20.4 円/kWh＝35 千円/年 
 
・投資金額  ：448.2 千円×0.8(推定割引)×1.5(工事費)＝538 千円 
       機器費 
LED BL 級  34.2 千円/台×5 台＝171 千円 
LED C 級   30.8 千円/台×9 台＝277.2 千円 
 
・回収年数  ：538 千円÷35 千円/年＝15.4 年 
 
［補足説明］ 



















  対象ポンプは温水ポンプ NO.1～5 の 5 台とします。 
 
［削減対策実施上の留意点］ 




 ［改善提案 No１４の説明］ 
［試算条件］ 
・温水ポンプモータ容量・台数  2.2kW 2 台，1,5kW 2 台，0.75kW 1 台 
・負荷率         100％（実測値） 
・温水ポンプ年間運転時間 24h/日×65 日/年(12/1～4/15 の平日)＝1,560h/年 
（真空式温水機年間運転時間 7h/日×65 日/年(12/1～4/15 の平日)＝455h/年） 
 
・インバータ効率    95％ 
・動力比        改善後 70％ ---推定値 
・現状の消費電力量  
(2.2kW×2 台＋1.5kW×2 台＋0.75kW)×1×1,560h/年＝12,714kWh/年 
・改善後の消費電力量 











・削減額  ：3,346kW/年×20.4 円/kWh＝68.3 千円/年 
 
・投資金額  ：(2.2kW×2 台＋1.5kW×2 台＋0.75kW)×50 千円/kW＝408 千円 
        
・回収年数  ：408 千円÷68.3 千円/年＝6.0 年 
 
［補足説明］ 
































  分配バルブ及び周辺配管を保温して省エネを図ります。 






















1m 当たりの放散熱量 kcal/m・h 節約熱量 
保温なし 保温あり 節約熱量 MJ/h 
配管 100A 2 １ 111 22 89 0.745 
 50 12 １ 59 16 43 2.160 
弁類 100 1 1.27 111 22 89 0.473 
 80 9 1.25 87 21 66 3.11 
 50 12 1.11 59 16 43 2.40 
ｽﾄﾚｰﾅ 100 1 1.27 111 22 89 0.473 
 80 2 1.25 87 21 66 0.691 
計  39   0.01GJ/h ← 10.052 
 （注）・直管相当長さ ------省エネセンター資料による 




・保温効率    0.85 ---推定値 
 
・真空式温水機効率   0.8（仕様値）×0.8（推定性能低下係数）＝0.64 
 
・A 重油発熱量  39.1GJ/kL 
 




・A 重油削減量 ： 0.01GJ/h×0.85×455h/年÷39.1GJ/kL÷0.64＝0.155kL/年 
 
・原油換算量   ： 0.155kL/年×39.1GJ/kL×0.0258kL/GJ＝0.156kL/年 
 
・CO２削減量   ：0.155kL/年×39.1GJ/kL×0.0189t- C/GJ×44/12＝0.42t- CO2/年 
 
・削減額       ： 0.155kL/年×100.3 円/ L＝15.5 千円/年 
 
・投資金額   ：6 千円/個×39 個×1.5（工事費）＝351 千円 
 





























①小：1.2L×（460＋49）人×3 回/日×230 日＝421m3/年 
②大：1.44L×（（460＋49）人÷10）×1 回/日×230 日＝17m3/年 
合計       438 m3/年 
 
［削減対策の効果］ 
・上水削減量 ：0.438 千 m3/年 
 




・削減額 ：438m3/年×790.6 円/m3＝346 千円/年 
 
・投資金額 ：自噴井を利用した配管工事費一式 
























































①職員室；1L/分×24h/日×60 分/h×30 日/年＝43.2m3/年---推定値 
   ②その他；43.2m3/年---職員室と同程度と仮定します。 








   
［削減対策の効果］ 
・上水削減量 ：(43.2 m3/年×2＋218m3/年×0.5)＝195.4m3/年＝0.195 千 m3/年 
 































































なお，基本料金単価(円/kW) ；1,585.5 円/kW---東北電力の業務用電力単価 





・年間電気料金削減額： 1,036 千円－819 千円＝217 千円 
①現状 ：1,585.5 円/kW×D1kW×（185－100）/100×12 箇月 
②改善後：1,585.5 円/kW×D2kW×（185－100）/100×12 箇月 
③料金削減額 
：①－②＝1,585.5 円/kW×(109－89)kW×（185－100）/100×12 箇月 
     ＝323 千円 
 
・投資金額  ：300 千円（カタログ値より推定） 
 
・回収年数  ：300 千円÷323 千円/年＝0.9 年 






























サーバー容量  0.5kW---推定値 
運転時間     24h/日×365 日/年＝8,760h/年 
電力削減量    0.5kW×8,760h/年＝4,380kWh/年 
削減金額     4,380kWh/年×20.4 円/kWh＝89 千円/年 
 
                コンピュータ室のサーバー 













































 温室効果ガス排出量＝燃料等使用量×単位発熱量×C 排出係数×44/12 
＜間接排出（電気及び熱）＞ 




燃料の種類 単位発熱量 原油換算係数 C 排出係数 
灯油            [L]  36.70   [GJ/kL]  0.0258    [kL/GJ]  0.0185   [t-C/GJ] 
A 重油            [L]  39.10   [GJ/kL]  0.0258    [kL/GJ]  0.0189   [t-C/GJ] 
LPG              [t]  50.80   [GJ/t]  0.0258    [kL/GJ]  0.0163   [t-C/GJ] 
電気及び熱 一次エネルギー換算係数 原油換算係数 CO２排出係数 
購入電力    [kWh]  9.76    [GJ/千 kWh]  0.0258    [kL/GJ]  0.382   [t-CO2/千 kWh] 
水道水  [m3] ― ― 0.200   [t-CO2/千ｍ
3] 
公共下水道     [m3] ― ― 0.450   [t-CO2/千ｍ
3] 
 






平均電力単価   ：20.4 円/kWh 
平均 A 重油単価 ：100.3 円/L 
平均灯油単価   ：98.8 円/L 
平均 LP ガス単価 ：568.2 円/m3 
平均上水単価     ：466.9 円/ m3 


















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































平成 １９年 １０月 ２４日 























  平成１９年１０月２４日から平成２９年３月３１日までとする。 
 








小泉   治   株式会社日本設計第２建築設計群 副群長 チーフ・アーキテクト 
○ 小峯  裕己   千葉工業大学工学部建築都市環境学科教授 
坂口   淳   新潟県立大学国際地域学部国際地域学科教授 
寺嶋  修康   株式会社長大まちづくり推進事業部 副技師長 
中野  淳太   東海大学工学部建築学科准教授 
望月  悦子   千葉工業大学工学部建築都市環境学科教授 
 
（オブザーバー：文部科学省大臣官房文教施設企画部） 
   真野  善雄  施設企画課専門官（平成 26 年 3 月 31 日まで） 
   後藤   勝   施設企画課専門官（平成 26 年 4 月 1 日から） 
   島田  智康  施設企画課指導第二係長（平成 25 年 9 月 24 日まで） 
   野口  公伸  施設企画課指導第二係長（平成 25年 9月 25日から平成 25年 12月 31日まで） 
   岩井  康雄  施設企画課指導第二係長（平成 26 年 1 月 1 日から） 
錦   泰司  施設助成課課長補佐（平成 25 年 7 月 7 日まで） 
   木村  哲治  施設助成課課長補佐（平成 25 年 7 月 8 日から） 
扇谷  圭一  施設助成課技術係長 
 
（調査協力） 
   株式会社テイコク 
 
 なお，国立教育政策研究所においては，次の関係官が本報告書の作成にあたった。 
齋藤  福栄  文教施設研究センター長 
西   博文  文教施設研究センター総括研究官 















〒100-8951 東京都千代田区霞が関 3-2-2 
